
9

研 究 成 果  

8

担当 ： 西廣 淳・皆川 朋子 

Q 河原の砂の中には 
どのような植物の種子が、 
どのくらい入っているのでしょうか。 

A 小規模な調査ながら、56種の植物の種子が確認されました。 
もっとも多くの種子を砂の中に貯めていたのは、外来の植物でした。 
 

　外来植物は河川の生物多様性を脅かす主要な要因の

一つです。そのため、外来植物の駆除や適切な管理は、

河川の生態系保全における重要事項となっています。 

 

　植物の多くは、地上に見えている個体よりもはるかに多

数の種子を土壌中に蓄積しています。このような土壌中

の種子の集団のことを「土壌シードバンク」といいます。

土壌シードバンク中に外来植物の種子がたくさん存在す

るのであれば、その発芽の抑制や、発芽した個体が種子を

つける前に抜き取るという管理を継続することが必要にな

ります。 

 

　では、河川の土壌中にはどのような植物の種子が、どの

くらい含まれているのでしょうか？ 

 

　自然共生研究センターの「蛇行ゾーン（上流）」「直線

河道部（ワンドゾーンに隣接する河道部）」「ワンドゾーン」

のそれぞれで砂礫の採取を行い、「実生発生法」により土

壌シードバンクを調査しました。（写真a～e） 

 

　調査では、56種3,013個体の実生が確認され、そのうち

外来種は15種2,148個体を占めていました（図１）。ワンド

ゾーンでのヒレタゴボウのように、地上植生で優占度が高

く土壌中の種子量も多い例が認められた一方、メリケンガ

ヤツリ、アレチハナガサなど地上植生ではそれほど優占し

ていなかった外来種でも、土壌中に多くの種子を蓄積して

いるものがあることが示されました。（図2） 

 

　土壌シードバンクに含まれる種は、環境の変化などに応

じて発芽し、場合によっては優占する可能性があります。

本来の河原らしい植生を復元し、長期的に維持するため

には、目に見える地上植生だけでなく、土壌シードバンクと

いう「地下の植生」も考慮した管理が必要だと考えられま

す。 

 

自然共生研究センターでは、今後も、外来植物の侵入の

実態や、有効な駆除・管理方法についての研究を進める

予定です。 

 

 

 

■写真a～e シードバンク調査プランタ設置状況 

a バーミキュライトと 
     川砂の混合物を敷く 

b 防根シートを敷く c 採取した土壌を敷く 

d 水槽へプランタを設置 e 白色寒冷遮を設置 

■図１ 土壌シードバンク調査で検出された 
　　　「在来・ 外来種の種数」と「個体数」 

0 20 40 60 80 100
(%)

種数 
個体数 

在来種 外来種 未同定 

実験河川B,Cの「蛇行ゾーン（上流）」「ワンドゾーン」「ワンド付近
の直線部」から30cm×30cm×深さ5cmの砂礫を1標本とし、各河
川の各ゾーンから2標本ずつ採集して調べた。それらの全てを含めた
データを示す。 

■図2 土壌シードバンク調査で出現した実生数 
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実験河川Bの「蛇行ゾーン（上流）」「ワンドゾーン」で採取した砂礫
から検出された実生数について、1m2上あたりの数に換算した値を示
す。軸は対数である。種は合計数が多い順に並べた。また、地上植
生において最も優占度が高かったものに○をつけた。赤色のバーは
外来種であることを示す。 




